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時間は 13:00～14:30 です．
解答用紙の一番上に学生証番号と氏名を書いてください．裏面を使用してもかま

いませんが，その場合は表面の最後に「裏面使用」と書いてください．
自筆ノート持ち込み可で行います．本，コピー等は不可です．計算用紙はありま

せん．自分のノート等を使ってください．

[1] R 上のコンパクト台超関数 T で，(
∑

n∈Z δn) ∗ T = 0, T ̸= 0 となるものの例
を一つ挙げよ．理由をきちんと説明すること．

[2] Rn 上の試験関数列 {φk}∞k=1,2,... が φ ∈ D(Rn) に収束するとする．この時，
Rn 上の超関数 T に対し，次の問いに答えよ．

(1) k → ∞ のとき (T ∗ φk)(x) → (T ∗ φ)(x) と各点収束することを示せ．
(2) (1) における収束は，E(Rn) における収束であるか．理由をつけて答えよ．

[3] R 上の超関数 p.v.
1
x
を T とおき，[−1, 1] の特性関数を R 上の超関数と思っ

たものを S と書く．T ∗ S を求めよ．


